
 ７月29日に胎内市で行われた

｢第69回新潟県消防大会ポンプ操

法競技会｣では、上越市から小型

ポンプ操法に吉川方面隊尾神分

団、ポンプ車操法に上越方面隊

第３分団がそれぞれ出場し、猛

暑の中、見事な操法を披露しまし

た。 

 惜しくも上位入賞は成りません

でしたが、それぞれ大健闘しまし

た。なお、各部門とも第１位は長

岡勢がしめました。 

 ７月24日の市議会災害対策特別委員

会では、｢上越市における土砂災害警戒

区域の指定状況｣も明らかになりまし

た。特別警戒区域が市全体で1,042箇所

にのぼり、地域別では旧東頸城、旧中

頸城の山間部が多くなっています。 

 橋爪議員は、｢避難計画も大事だが、

危険個所の整備でも思いきった対策が

求められている。急傾斜地、土石流、

地すべりの危険個所の整備状況はどう

なっているか｣とただしました。これに

対して担当課長は、｢整備率は、急傾斜

地が8.4％、土石流は24.6％、地すべり

42.4％となっている｣と答えました。 

 これらの数値は４年前とほとんど変

わっていません。 

 そこで、橋爪議員は、｢上越市民に

とっては土砂災害は大きな危険のひと

つだ。それに行政が立ち向かっていく姿勢が重要だ。土

砂災害についてはハード面も含めて本格的な対策を国に

求めるべきだ｣と指摘しました。これに対して担当部長

は、｢私どもも精一杯要望していきたい」と答えました。 
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